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  日本の経済成長において製造業は重要な役割を担っている。三菱重工業株式会社は，製造

業産業の維持・発展に貢献すべく，共創空間“Yokohama Hardtech Hub（YHH）”の運営に取り組

んでいる。製造業の発展をリードする人材を育成するためには，多様な業種・業界を超えたステ

ークホルダーが集い，暗黙知や経験を共有しながら試作・検証のサイクルを加速させることが不

可欠である。YHH はその実現の場として，多様なステークホルダーとのネットワーク構築を推進す

るとともに，人材の育成にも注力している。本報では YHH の理念・特徴，オープンイノベーション

の事例，今後の展望について述べる。 

  

     

 
 
|1. はじめに 

現代社会においても，製造業は経済成長の根幹を支える産業であり，その重要性はいまなお

高い。その製造業においては，今般，デジタルとフィジカルの技術革新を融合させた“ハードテッ

ク”の社会実装に向け，多様なステークホルダーを巻き込んだ研究・試作・検証の繰返しが重要と

なっている。この繰返しを素早く行うには，研究開発・設計・製造・品質保証等にわたる高度な専

門知識と設備環境に加え，設備の運営ノウハウ，法令対応ノウハウが不可欠である。しかしなが

ら，こうした知識やノウハウの統合・マネジメントは，各企業の内部に暗黙知として蓄積されており，

その共有・継承が大きな課題となっている。 

このような背景のもと，三菱重工業株式会社（以下，当社）は 2020 年 10 月，横浜製作所内に

共創空間“Yokohama Hardtech Hub（以下，YHH）(1)，(2)”を開設した。YHH は，社会課題の解決を

志すスタートアップ企業をはじめ，自治体・ものづくり企業・研究教育機関など多様なステークホル

ダーが集い，共創（Co-Creation）によるイノベーションの創出/製造業の発展に向けた活動に取り

組む場である。本報では，YHH の設立背景・理念・機能及び今後の展望について紹介する。 

|2. YHH の理念 

YHH は，“Hardtech”のイノベーション創発を目指す共創空間として 2020 年 10 月より当社横

浜製作所にて本格的に運営を開始した。ここでの“Hardtech”とは，AI や IoT などのデジタル技術

革新と，機械，材料，バイオ，量子技術などのフィジカル技術を組み合わせ，社会実装のために

試作と検証の繰返しが重要となる技術領域を指している。YHH は，スタートアップ企業，ものづく

りパートナー，自治体，教育・研究機関等，様々なステークホルダーが集う Hub としてイノベーショ

ンの創発を目指す空間である。施設の総床面積は 20000 ㎡であり，施設は，24 時間 365 日利用
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可能で，ものづくりに必要となる大空間・試験エリア・電源やエア，空調など様々なユーティリティ

を備えている（図 1）。これらのプラットフォームや各種ユーティリティを活用し，日々様々なステー

クホルダーが活動している。 

 

 

 図１ YHH の概要 

  

|3. YHH の特徴 

YHH の特徴は，以下 3 点である。 

(1) 幅広い分野のハードテックに関わる，スタートアップをはじめとするステークホルダーに研

究・開発の場を提供する。当社グループ事業との関係性有無は問わない 

(2) 相互に情報共有等を行うオープンな環境を構築することで，スタートアップ企業・自治

体・教育機関・中小，大企業など様々なステークホルダーの集結・協創を促す 

(3) 開発技術・研究内容/社会課題解決（社会貢献）にフォーカスし，金銭的な利益は追及

しない 

上記(2)については，多様なステークホルダーの相互のコミュニケーションが促進するよう，オー

プンマインドを育むべく空間設計に工夫を凝らしている。すなわち，セキュリティ区画はほぼ存在

せず，入居する各企業・ステークホルダーの活動はほぼオープンである。これにより，日常の会話

が促進されるだけでなく，開発・試作に必要な工具，機械，設備及びそれらに必要となる知識・経

験などの共有が行われ，課題解決機能を補完し合っている（図 2）。 

 

 

 図２ オープンマインドが広がる YHH 内部 

  

また，スタートアップのインキュベーション施設・協創空間としては，近年，様々な企業や大学，

自治体・産業センターが運営している事例があるが，それらを，上記(1)，(2)の観点，すなわち，オ
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ープン性の軸（互いの情報共有を重視するか，運営機関・企業と入居スタートアップ間の個別の

ビジネス構築を重視するか），ハードウェア（製造業）/ソフトウェア・（IT）軸で比較したものを図3に

示す。近年日本では，AI 活用や複雑なソフトウェアシステムの構築に向け民間企業が共創空間

などを設立・運営し，様々なステークホルダーが協力し合い各社のビジネスに繋げている例が増

加している。一方で，民間企業でありながら，個別のビジネスネットワーク構築（ひいては，自社の

利益・自社事業との連携）にフォーカスせず，製造業にむけた協創空間を運営している事例はな

く，YHH は非常にユニークな空間といえる。 

 

 

 図３ YHH の特徴 

  

開設以来累計で 13 社，展示・協力企業 7 社が入居などの形態で集っている他，世界各国の

政府関係者，教育機関，産業界や高校生・大学生などの将来の製造業を担う若手人材の交流も

盛んで（年間数千人規模の来場），互いの知識や経験を習得し共有することで，将来の製造業人

材の育成活動にも貢献している(3)。 

|4. オープンイノベーション・共創事例 

入居する企業同士やネットワークを保有するステークホルダーによる共創の取組みは多数存在

するが，ここではいくつかの事例を紹介する。 

4.1 オープンイノベーション事例 

HAMA 社・ORLIB 社による特殊電池開発 

海洋資源調査向けソリューションを展開する HAMA 社と，Si 負極を用いた特殊リチウムイオン

電池を開発する ORLIB 社が連携し，図 4 に示すように小型ドローン用の高密度リチウムイオン電

池の試作品を共同開発した。通常充電サイクルが一定数必要となる二次電池であるが，自然動

物の生態調査などでは，長時間の監視が必要となるため，充電サイクルが少なく，長時間の動作

が可能な特殊電池の開発・実証を実施した。 

  

 

 

 図４ 充電サイクルが少なく，長時間の動作が可能な特殊電池の試作開発品 



三菱重工技報 Vol.63 No.4 (2026) 

 4 

 

4.2 共創による次世代人材育成の取組み 

アルガルバイオ社・HAMA 社・YHH による中高生向け人材育成 

YHH は，藻類の開発を進めるアルガルバイオ社，上記の HAMA 社と連携し，中高生向けに製

造業体験型学習を実施した。アルガルバイオ社は培養した微細藻類を採取し，顕微鏡等で藻類

の増殖状況を観察する学習機会を設け，HAMA 社は図 5 に示すようにペーパークラフト飛行機

の製作を通じて重心位置の計算や試行錯誤を体験する学習機会を提供した。見学のみでなく，

体験し，思考錯誤することで子どもたちが物理や化学に対する興味を抱き，基礎学力を習得する

動機づけのきっかけとなり得る，実践的な教育アプローチとなった。 

  

 

 

 図５ 体験型学習向けペーパークラフト飛行機の製作 

  

4.3 当社グループにおける取組み事例 

YHH に入居するプロジェクトの中には，当社グループの新たな挑戦も含まれている。 

(1)物流知能化ソリューション － ΣSynX®の開発・実証 

当社は，さまざまな機械システムを同調·協調させる当社の標準プラットフォームである“Σ

SynX®”（シグマシンクス）(4)を用いて，物流現場が抱える課題の解決に向けた物流知能化ソリュ

ーションの開発を進めている。YHH にその開発・実証設備を設け（図 6），お客様にも同施設を

見学いただくことで，お客様の声も取り入れながら物流の現場における自動化・省人化の検討

を加速している(4)。 

(2)月面拠点インフラ開発の推進 

当社は，月面拠点のインフラに関して構想策定から技術開発までの全体プロセスを一気通

貫で実現する取組みを進めている。本活動においては，異業種を含む多様なパートナーとの

連携体制を構築するために，YHH に，月面拠点インフラのコンセプトやサービスを実際の設備

やシステムを用いてデモンストレーションできる“Yokohama Lunar Park”環境を整備（図 7）する

とともに，異なる事業ドメインとのチーミングなど，ハード・ソフト両面での土台構築を行ってい

る。共創の結節点（ハブ）として，社内外の多くのステークホルダーを巻き込みながら，月面拠

点インフラの開発を推進している(5)。 

上記以外も複数のプロジェクトが同時並行で進められており，それぞれにおいてスタートアッ

プ・大企業・大学などの多様なステークホルダーと連携することで，1 社単独では成し得ない事業

成長の実現を目指している。 

これらのプロジェクトでは，多様なステークホルダーが一堂に集い，議論を重ね，試作・検証の

サイクルを繰り返すプロセスが活発に展開されている。その根底にあるのは，技術スペックやサー

ビス内容にとどまらず，互いの開発プロセスの特徴を深く理解した上で共創を促進するという姿勢

であり，従来の枠組みにとらわれない柔軟な事業推進を可能にしている。 

また，こうした共創活動は，異なる開発手法・プロセスへの相互理解を深める教育の場としても

機能しており，当社グループの将来を担う人材育成にも着実に貢献している。 
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 図６ 物流知能化ソリューション － ΣSynX®  図７ Yokohama Lunar Park 

    

|5. 今後の展望 

今後は，これまでの活動を継続するほか，さらに，グローバルネットワークの強化，及び製造業

の人材育成に関わる活動の強化を目論んでいる。 

グローバルネットワークの拡大では，海外のインキュベーション施設との連携をより強化し，製造

業の発展にむけたハブ機能の強化を図る。既に，これまでに JETRO 等のネットワークを通じ，世

界各国のインキュベーション施設との連携を推進してきた。一例をあげると，ドイツベルリンの

Motion Lab(6)は，ものづくり産業にフォーカスした同様の施設であり，相互プロモーションやサプラ

イネットワーク・企業紹介などを開始している。これらの取組みを他国にも拡大していく。 

また，YHH で得られるような製造業に関わる多様な示唆と経験は，次世代の製造業を担う人材

の育成(7)にとって非常に有益であると考える。YHH のネットワークを活用し，日本企業の従業員や

スタートアップ経営者にとどまらず，未来を切り拓く小中学生・高校生・大学生やその指導教員等

を対象とした幅広い教育活動（図 8，図 9）を展開していく。 

    

 

 

 

 

 図８ 製造業による社会課題解決の魅力を伝

える中学生向けの出張授業の事例 

 図９ 小学校教員を対象とした講座の事例 

    

|6. まとめ 

YHH はハードテックによる社会課題解決のために多様なステークホルダーが集結し，暗黙知

や経験を共有しながら試作・検証のサイクルを加速できるユニークな“共創ハブ”となっており，実

際に共創事例も多数生まれている。今後は，これまでの活動を継続するほか，さらに，グローバル

ネットワークの強化や，将来の製造業を担う人材育成に関わる活動を強化し，我が国の製造業の

維持・発展に貢献していく。 

 

ΣSynX®は，日本及びその他の国における三菱重工業株式会社の登録商標です。 
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